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大阪経済大学 人権委員会御中

遅くなりました。(う つ病ゆなせる技です。)私が大阪経済大学を、定年一年前;こ群轟セ事情

を率し上げます。すべて実塩にいたします。

どうか過去の事たとしてお切り捨てなさらないよう祈つています。薫だ心
の場が應えていな

い私です場で。

そもそもの発鍵はセクシヤルハテスメント:こあります。1''3年 暮月 9日、場所 |ま曽機時
にあ

る F八華」、様食の会藤参席上でありました。理人ξ裏経営学部の
二宮正司です。

その懇親金の耀上は、嬢めは華かでした。管、銘々の輝に塵 曇、たま
最こ襟利を持つた人が席

を立って一人一人に杯を交わす時があつたくらいです。甕題は幹事が「
これにて慾闘きにしま

すJと言つた時に起こりました。それぞれに主ち上がり、寡― 卜をは
おり、あるいιま自分のカ

バンを接しなどして会場がぎわついた時でこ/た。どこにいたのかもわ
か儀なかつた二宮正爾が、

座敷をななあに走亀ような形で、私織前に来て、本人のくちびるを私
に押 し付けてきました,

での時繭側に輝様がいたのに、何鏡気づかれなかつたか ?それは菫式であるため
に普、丹前姿

でしたから、その両機で隠すようにやつたのです。

怒なと怖れに立ち上がつた私 :ま とにかく逃げました。(敵議はすばやく姿を隠
l_/て しまつた

めで、抗議をする余裕もありませんでした。)会場 :ま二階でしたので、一誰に逃げました。
一

瞳薔まコンクリー トのガンージ民の場所。藩が鋒つていたのか、裁
い(まタクシー待ちであつたの

か、そこには二、二人と溺機が聡られました.もなその隅に構子を見つけて、
`ま

つとしていま

した。しかしその時は棄だチカンの恐ろしきを知 りませんでした。

二富正爾は、どこを通書たのか、或いは後をつけていためか、再ぴ現
れました。そして私の

耳をかみました。それだけでも許せないのこと、彼 |よ、「感じる?感 じる?Jと 言つたのです。

この畿 私:よ大声をあげ、抗議すべきだつたと今は思つています。ただそ
の時鍮亀は、雨が降

っていよう燿S、 タクシーがいなからうがとはかく逃げようと思い、無我夢中
になって走つて外

に濃ました。

私は、その事件があつた次の週あるいは学期始めに、学角鍮良心的な人
々ι五一緒に抗議して

くれと綴みましたが、当時の反応 |ま とても饉いものでした。今のように
セクシヤルハラスメン

トが簡鰺 こなつていた時であ参たも、同糠鮭話したことによつて当然学内
の簡題となつた笞で

す。それ漁ゝら時間は緩つていますが、二富襄人は未だ現役ですので、どうぞ時効
とはせず、こ

の蘭駆をとりあげていただきたいと患等ヽます薄

し



モ藝事件の後から、二富ζ衰警妙な動きを見せ始めました。たとえば、彼は共同研究室
に姿を

あらねし、私:こ 向かつて、「歴目さん、あんたはこ織二灘聞体群にしたやら。」と
しヽうのです。

私は驚きましたnAというものは、わざわざ他の観僚の出欠をいちいち灌認するのだろうかと

慧ったのです。二宮はその後も、畿発的に私のイテ動のあらぎかしなして
いるかのような発言 '

行動壁取りました。

この七クシャルハラスメント事件 :ま、その後も私の藤裏からは去つたこと:まあり
ませんでし

た。な‡ま欄代の人権委員会が発足した時には、この事件 :二ついて種談な
いたしました。しかし、

当時の警員長は
'委
員会は、委員会が発屋す乙前の事件については間無しな

N/t」 と私の訴えを

ま密下しました.

また、あちこちの友人の手づるを迪つて、ある女性ばかりの弁護士会を見
つけ、身分を明ら

かにした上で、櫂談 /ヽま した.しかし、Fセ ゥハラの裁判は二年までです。Jという凄たい女性

の声がかえつてきただけでした。

このセクシャルメ|テ スメント事件は、私の退襲:こ至6序章:こ憑ざません。この事件を発端に

ヽで、その後私の退職については、曲漂学長その地が色々爾わつてきます。

(付記)救議会報告に二種類あることはご存短でしようねo一種類:ま次の教授壼で離本さ
れ

るもめでもつ一種類はほと∴ノど遼認:こ逸いるの。私は必難
S姦つて、その逮麓に近いものを銃

んだことがあります。私が「これを研究室に持つて行つていtヽかJとたずねましたら、「
これ機

揺外瑯めものであるかも学事露から外に出すわけ:こ :まいかないJという通事が海り
ましたの考、

学事の費子と義を借りて読んだことがあります.こ れ以降の学長 学`部長覇達め
ことは、教授

会に限りこの議鸞曇がものを言います゛

議は 1,97年 にうつ彗ます。1''7年の夏体みが終わりこ近づきかけた時、私
:ま自宅で足首を

骨折してしまし1ま した。(レ ントゲン及びギプ人着用は、長岡京市の村西医院
で行いました。診

断書も提出しております。)ギ プス電漣れあ海
tつた私め是、それ:まタタシーを呼/t/で もらつても、

付き係つてきた夫ひとりの手に:ま資えませA′でした。昔譲婦さんと夫の
二l人がかりでタクシー

:こ乗せてもらい、自宅:こ j轟 りました。骨折後は、悪i頭が貸与してくれた松繋杖を
ついて、自宅

の藤下を推復してリハじり0こつとめてをヽました。

モんなある饗、同僚の友人から電話がありま懸た。「すぐ
'こ

でもご襲校くださしヽ」との事で tメ

た。何かあるのだなと思いました。(その「何が」というのは、同機の議員の井上さ
んが、私と

同じうつ病にかかつたことと機運があります。彼:ま 2年贅の体職の後、運職しました。輸 期
そ

の飽については、人事部で確認してください。)



「織員は 2年で絆めなければならないのに、数師である西猥は何故 10湾年も勤めて
いる0

だ :1」 という批寧拶 職員サイドからあつたという事です。教員サイ ドでは、それ|ま縫業影怒

が違うからという風に応じたらしいですが、私がうつ病を抱えながらも動めて
いたことが、間

議:こ なつたのは躍かです。)

少し話がそれますが、私が何欽働きつづけたのか↓こついて言及 1/て おこうと思
います。それ

おま主治医の議めがあつ l~Wか らです.私に1ま う準病によつて激しい苦間状態に驚ちいることがあ

りましたが、苦しくてたまらない時とそうでない詩の波がありました。しかし、苦聞状態
級時

,まあまり:こ も苦亀/いので.(う つ病による苦輩状態というの1ま本奎〕こ幸いものな鍛です。井
上さ

んtま「 4病気の状態は)どうやつ」と問いた同機に、「地獄だ :」 と答えたそうです。)主治医
妊

体戦の証明を求めました。彼は一寸考えた窯、「僕:まあなたのような文栞券大学数授
のケースを

二つ持っています。あ象りに苦 l_・いから体験証明を幾してくれというの
で素直に出しました。

しかし、2年経つても綾らの癌状の改善な見心れませんでした。あなたのうつ病に 1ま波があ
ろ.

だから何とか働きながら治しなさいJと言われまし,た。それで、私は働きつづけることに決め

ました。

議を元に戻します。種はその同僚からめ電話を受
'す

て、給料を壺部投じてでもタクシーで出

被 したいと思いま 1/たが、タタシー :こ彙るまでは近所の人に頼ろなどなても、あ
参崚 F電で降希

たらどうなるたろうと言ゑま t/た。崚鷲から数室まで、誰がケア tノてくるだろう
かと思いまし

た。私 ;よ骨折によつて、自分の予想以上に饒力・体力そして反射力が衰えて
いまりたっ

結轟問僚から電議をもらつた後も出崚 :ま
lJrt来ず、ギプスが取れ嵐績できるようになるまで更

に時間を要しました印

そ瞼後、ギプスが取れ、轟校した私にまた二宮がおう` しなことを言い幾したのです。そ
繊時

のやり取り:よ以 lN~の ようなものでした。

「ふんたは骨折で体んだな ?」 「そのとおりです
`」

「 そのためにあんたは練講ができなかつたな』
…………一一一…… 「そのとぉ警です。学生た

ちに;ま申し訳ないと思幸ています。そうでなくとも補率をする時は、最初に謝 ります。
それが

病気備せいで轟ろうとも、麟間中に体講し、夏の暑い時に呼び菫すのは、私とし
てももヽ管しい

から議ります。J

二宮が何を考えていたのかわかりませんが、教員の年間の講義義務の
ことを言うのであれば、

これは冬期ぬ補講集中期間に精講をすれば、充分補いがつきます。

どうやら諄略に使われた私の長期欠席の難問、このことが『西暇|ま辣轟する
が、補講はしな

い」というように発言されたようです。そしてそれが学内曇黒評
はなつたようです。轍 緩会言こ

録をご覧ください)私が補熱を体んだの1ま、この通の骨折の時ただ一回だけです。これは教務

秦8で調べればす寺わかることですから、人権委員会にもよろしくお願いいたします。



それ力ヽら、骨猜が油り私が盤校して、二週間くらい経つた時で暮よう
か。濃本蒸学部長 (当

時)が私を呼んで、「あなたは疲れているようだから 幅 欠 (長野険庫 )』 場と争ま
せんが」と

言いました。一年間総農懸欠難部:度ですo私は考締申し出を学部長の導慧だと単縄亀憾して、

モ総制度量受け入れ、19'7年 の 11月 1日から 1'争S年の 10S31甕 まで長期欠鐘に入りました。

今はそれ自動か露略であるという確認はしようもなりません。しかし,検になつてわか
つた

ことですかれ鑽略:こ袋われたことは総かです。私が長難食難赫選を出しに言
幸た時に、業灘露

癒南掬S「長欠はねえ、とるの|ま簡単だけど、優職○鰭が大変だ Jと 言海れた命を覚え
てお響ま

す。

話は 19,3年の秋、私が長武を終え復職した時以降の3繊にう
つります.

1,,8年の秋、私は一場の観議手続きを終えて豊絞Ⅲたしま暮たっまず最初に驚かさ
れたの:ま、

復議して最機の経営学部教授会の時でした。何気覆 麻軽着こうと
した私に、浜本学部長が、

「蔭繁発生、復;暴礫問題を機感したいので、ご革人遼ご通席 {芝さい」と言われた
めです。確

かに昇灘人事の時は、本人び席をヽします。新任人事の時ζ蓋革人は饉
ようもあいません。

'ま

年

間鰹大に在驚 L/て いた私は、脅のことを十分承無 tノておりました。こ
rか し、本人ぬ身分に調わ

発ことi‐ 嘩いて、そのような措置:ま教投会規定鋤拡大解議ではないかとモ命鋳思
いましたs:後

で思つたこれですが、数 授会規定」をよく説んでいれば豊かすたと思
いますoどなたか人権委

員硲南、虜充を読んで確認していただけないでしようかぅ}

費銚、地野菫夫さんが立ち上かり、「一寸待つてください」と発言しましたo無簸で、教授

壼でも轟まり発言せず、私が樺資金系ソーシヤリストとニツクネー
ムを塁上懇た彼は、エレベ

ーターを使うのももどかしく、鑽誰から一階まで駆け下りました。さすかの薇釜会も難気
に取

られて、誰毎発議いた穣ませんでした。亀野さんなすぐに帰つてきて、「員今事務馬
紅簿い合わ

せたところ、すでに憂自先生の鎮爆織手続きは滴んでおりました。」と言われました。
その一言

で、私は数綬合に入ることが盛窯ました。

闇慾 よその次の還備、教授会のない金曜園書時゛亀に来るようことしヽう連絡
が、山蘭達大学

長かられつた時ですo浜本学部長が同簿の上で、山轟学長:ま「あなた (轟錮のこと》ξま機
れて

いもようなから、もつと体みなさい。Jと言いましたを私は、
F既に復職について書藩、教授壼

共において捜1最を認め缶れたのですからそ磯気はありません。3と申しました。

すると、くこの点を入確委員会締皆さん、特ほζまつきり確認してください)曲轟学長
は「悪口

が出席した裁緩会:ま認めない」と言つた鍛です`ウでもそ
の言葉を思い出すと̀ 鏡緩會菫人事

にしてきた私は懇りに続えます.人俸、学長にそんな鐘飛があ心のでしようか?

(山饗達郎こ:まこオЪ以前にも避歳餐露の事実があ会ますo私が組合委員長をしていた褻 《鋳

委鷺長|よ賢支学の久傲畷淳氏でありました。)の 2月、入試採点の体憩時闘を利用
して、次趨委

員長の交渉をすべく、携同緩究室にて会台ず碁こときこl_7ま した。まず私が入宣した時、銀
糠達

夫は「総まえなんかL家で子供の画憫見ていりやあいいんだ。Jと強獄:な差雇釜言を投げ
かけて



きました。機 意ながら証人はいません)本来ならそこで「何を :Jと 立ち上がる
べきでしたが、

当3寺子宮ガンの手術で体力が衰えており、その気力を出すことができず、悪わず別室に行つて

しゃかみこんでしまいました。)

その次の教授会以降、学部長 |ま度々なに退席を求めるようになりました。その度に私4よ、教

授会が行われている四階第二会議室の鱗の鴻沸し室で待推 していて、「自分は教緩会に出てきた

のに、湯沸じ室に出勤してきたようなものだ」と思つていました。

そんなある日、(手元のメモによると 12月 2日 に)浜本学部長 1当時)よ り電話がありまし

た。電話では、「98年度の (蓋日の)残 り
`離
義及びゼミはやらなくてもよろしいJと言われ

ました。また、「責任を取つて体職に入る意志はないか」と●
~F問
われ、私は「お受けします」と

答えています。

しかし、その後 12月 18日 もしくは 12月 25Eの私が退鷲させられ′ていた執緩会で、「99年

度、西回は講義をしてはいけないJという教授会の決定があつたことを、教授会後、執行部 (浜

本学部長、後藤感1学部長、林籐補佐)か ら告 :ザ られ,ま した。「欠席裁半:だ |」 と私は思
いました。

「こういうことが教齢 決定で出来ることな身だろうか ?」 とも思いました。35年 間経大の教

員として働いていた職に、他の学部でもこんなことが行われたことはなかつた筈
｀
です。

その決定については、「薩猥問題はもうあきあきした。後は執行部と西館でやつてくれ.Jと

いう北村賃の発言もあり、教授会終了後に執行部と話をすることになりま ノヽた0

その最初の目 (決定が行われた教授会曇次の教授会後に話し合いを行つたという認億がある

ので 99年の 1貫 と思われますが、日時の特定 :ま塞来ませメJ)、 私が何気なく鶴 講Jと いう言

葉を響にすると、後藤静洋 部長が、「西El先生は補講をされていたのですか !?そ んなことは聞

いてわりません。休蕪されたことは聞い
‐
c‐承りましたが `¨Jとおつしやつて、教務部に行つて

調べて来られました。教務部から帰られて「この 10年間を調べてきましたが、西郵先生の補講

は休講を上回っておられます。Jと 言われました。

この時、長欠が欠席裁判として利用されたことを私は確信しました。私 :まその場で
「そこが

患発点ではありませんか。そ0こ との可否を言うのなら、補講朗 麟 部が描瀞 集中講義圏

を印刷して教授会に渡していたもの)をやらなければ良い。休講をした教員を発免にする規定

にすればよいではないか」と思いまヒ′た。体講を吾定するのであれば、教員は規の不幸に出会

っても悼議できなくなります。

その後、私は入試部の依頼のあるままに、A入試の監督をしました。その圏の (毎年と同じ

ように}第一会議室に設定された場所に曲瞬違夫が現れ、私に「よつJと手を上げました。私

は懇りに駆られ、「何が『 よつ』よ Iあなたがどれだけ私に迷惑
かけたかわかつてんの 1」 と答

えました。学長と言つても、35年 いた私が知つている人物でなた。



その発言:こ対する復響:ますぐに参りました。な
`ま

醸九試の監督をするようにという入試部の

依額に応えるべく、前漂ホテル・豪ンソルト(轟中島の議方)に油まるため輔寝埼です
から)

バッグに荷物を隷めている時、大学から適進が参うましたo

大学から磯速達:ま人試委員長からのもので t,たt蔓点は二つ姦りました。その
1は、憂藩が

入試懲督を行牟たA入試について、轟寒燿人は参し`て:まこなtを行宇たと講轟な
いこと導その 2

:=.3入滅について:ま活藩の参競を露めなしヽこと、で /ヽた。

審議的t■行われたA入鍼な個人め主観で否定し、また既 :■ 入試部から選知のあ
つ亀塾入試ヘ

織参越を課轟ないというのです。私 :まこの進爆は抗議す
べく、それをコピーし、B九試の行わ

れた後o裁畿会で、全員ほ配布きました。そこで、正当な発言寺
S一つありました。積 試委曇長

と言えども、入試委員合機議を経ずしてこのような文書を幾す
べきではないョ14こ の人物の名

前;ま秘しノます}

私は、この西覇鬼入試委員文書について最も懇つた0は難だと慧うかとをヽう質問を発し
まし

たが、護も無言でした。私(よ、Fこの文書に対して一番怒つた6は入試綽職緊だそうです,そ
れ

は当
‐
F‐ り離たと思います。綾らは入試志願者学生の維癖醸な待ち、直なに各裁室

0こ割り菫て、

教酵 畿員 `学生もそれぞれに割り当てる作業を行つてきたのです
から。それが、試験当gに

なって一人、委員長の意向で外されて1またま争たもので1よありません。また、
この文書め摩機

:ま、謳籍入試部長が書いたものだモうです。ところが,i塾雲入試委員長
はそれが気に入らず、

モ義原稿ほ春毒サインベンで、あろ部分は綴し＼ある部分な書き入れをし
たため、誰にでもね

かる派手な文書となつたそうです。Jと発言しました。

こ藝尭言0後に、北村賞が「瀬爾さん、あなたはどう
l_2て そういう情報を驚つたのですかで」

≧輝きました。議が考えなことを言えるで t/よ うか,そめ複数のよ物は由1麗要翼
に反発して、

小そかに私妊議してくれたのですから,そ こでその基を言えば、私は韓互いの信瀬を壊し
て /ヽ

まうこと江なります.と にかく、その目はそれで終わテましたo

その後.別の教授会だつたと思しヽますが、思いもよらない二宮の書行がありましたo経営学

部の綾鍮 は「く浄Jの形でテープルが並んで
1/1ます。ところが教授会の議事に関ねりなく、

二宮が手前のテープルは飛び業りましたさそして一端、下:こ飛びおり、そし
てまた向こうのテ

ープルに飛び喪つて、「函鐵さん、や轟てください 1」 と叫んで教授会の部選
から滝り去りま i_

た。私!ま篠の背中に向かつて、「おj辱 りるこなつたら議があります。Jと言いました。
私は弊年に

受けとをクシヤルハラスメントにつ しヽて議をするつも拳だつた豫ですo(し
か l_7、 彼は通り去つ

た後、義機会に翼つてきませんでした。ト

更に奇ななことに＼二富が走な去つた時、私の隣にいた人勧 :そもそも名前
を餐Rらない)が、

私に対して神様に対してするような、拝むような攘縁をしためです。
一体そのポーズで何を震

わんとしているの鵞ゝ、(二富のをクシヤルハラスメンいこついて言わな
いでくれ、という意峰な

のだろうか?と その時思いまし′たが)私が黒気に取られてい機と、学部長が「轟爾は体講数
よ

りも補繁載が上翼参ているJと発言しました.



その時の私の対応は十分ではなかつたと、今では反省していますo何故私の補講が体講より

多いことを表立って審議す鶴よう要求しなかつたのか?こ れは私の一生の悔いです。事実を言

えば私は末席にいたので、学部長が行つたこと(まよく鐘こえず :後で同僚に確認しました)、
二

倉が机を乗び越えて墓て行つたり、時の人勤の構るような経好に気を取られて、正当
に対応で

さなかったのです。

そして、その後またしても私豫
i退窯させられている教授会でゝ執行部から

rぁなたの体織 :ま

6(反対)5(賛 成)2(自 票)と いう彫で蒼決されました。」と伝え毎れました。

私はこの 3・ 5・ 2と いう数字を一生忘れること:ま出来ないで 1′ よう。何紘なら亀が 味 職

願い」を書いた事実はなかつたからです。

これで全てが終わりました。9'年度磯鑽義をしなくてよいという決定が亀が通庫させられて

もヽた教授會の場で行わね′たこと、また問 キヽく還岸 していた教授会で、体職願いを書
いていない

にも開わらず投事が脅ねれ否換されたこと、これもの農来事 :ま私籍藩朧を決意さ
せるのに十分

でした。一部の心温かい配職があつて新年度 (,9年度)か ら学生相談委員を命ず心という決定

もありま喜た。しかし、「講熱を持たない教授
‐
7・んて意味がない」と私は考えました,

私 :よ、よくあるように教授会に辞義をたたきつけるという場面を想定していました。し
かし、

現実に
'ま

通瞳鐵極めて機械的推行われ.犠識藤」というプリントに、名前な澪さえ言こせばよか

手たのです心私はこのまともなアカデミズムが失われ、学内行政に鉾み奔走する人々 (全
てで

はありませんが)の姿を見て、大曖経済大学を去彗ました。

私はこの通職までめ一連ゆ経緯を振り返 り、二富正電によるセタシヤル
ハテスメントと、不

可解な数緩会藝決定等は書いて1ま閥TR_があるのではないかと考えています。

人綾委員会の皆様、私はこ0文書でセタシヤルハテスメントと種力の議題が一体化する様4釜

を認 してきたつもりです。筆が及ぱず、その点が現確に出来なかつたとすれば残念
です。

しかし、二宮正司申セクシヤルハラスメントの事実及び島轟途夫の
F涯置が出席 した教機

を認心ないJといつた免言や FA∴試に参力8したことを認めない、 B入試に参力3させない」と

いう遮達を送 6な どといつた極めて主鏡的な行動 |よ、許されないものと考えます。よつて4は

この事寅を人権委員会の方々に訴えると共に、以下のことを要求いたします。

(1)二富正司のをクシヤルトラスメントによる懲戒免職

(1)に関しては絶崚の事例を識します`犠 薄大学、大阪市立大学など
についての薦

ピー資料をご参難ください )



(2)L協懸選夫曇態滅丸職

上述の通り、極めて個人的 `主観的な学長曇行動は、学長の権減を貶めたとしか言
いま

うがあ筆ません。自らの非を認めて進蟻していただきたいと考えます`

なおこ彬洋:こつきましては、十潰その持蘭・爵面において文書で事情をお知らせ願え
れ:ず

奪いです。

11々  _=

■3oo彙113月 8日

西豪 俊子
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